
は
風
力
、
水
量
が
豊
富
な
地
域
は
水
力
〟

と
い
っ
た
「
地
産
地
消
」
が
大
切
な
の

で
す
。
横
浜
市
と
し
て
も
行
政
の
み
な

ら
ず
、
民
間
企
業
の
技
術
に
も
着
目
し
、

普
及
方
法
も
考
え
仕
組
み
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
Ｃ
Ｏ
２

等
を
排
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
転

換
だ
け
で
な
く
、
事
業
そ
の
も
の
が
新

た
な
産
業
と
し
て
成
長
し
、
雇
用
創
出

な
ど
に
つ
な
が
る
期
待
が
あ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
大
切
な
の
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
私
た
ち
市
民
か
ら
遠
く
無
関

係
な
話
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
常
的
に
い
た
だ
く
皆

皆
様
の
声
を
カ
タ
チ
に

横
浜
市
会
議
員
　
斉
藤 

伸
一

市政報告⑪

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
を
標
榜
（
ひ
ょ
う

ぼ
う
）
し
ま
し
た
。
今
後
、
委
員
の
メ

ン
バ
ー
と
の
討
議
や
先
進
事
例
の
視
察

を
は
じ
め
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
の

意
見
聴
取
な
ど
を
重
ね
る
中
で
、
委
員

会
と
し
て
の
意
見
・
提
言
を
取
り
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
石

炭
や
水
力
な
ど
が
主
流
だ
っ
た
昭
和
30

年
代
の
60
％
前
後
を
ピ
ー
ク
に
石
油
の

輸
入
量
増
加
に
伴
い
低
下
。
平
成
19
年

に
は
18
％
ま
で
落
ち
込
み
、
主
要
先
進

国
で
は
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ
低
水
準
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
、
太

陽
光
や
風
力
、
水
力
な
ど
の
自
然
環
境

か
ら
取
り
出
す
も
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２

等
の

排
出
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も

役
立
ち
ま
す
。
ま
た
世
界
的
に
見
て
も
、

石
油
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
系
の

転
換
に
は
潜
在
的
な
資
源
を
生
か
す
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
〝
風
が
強
い
地
域
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先
頃
、
横
浜
気
象
台
が
発
表
し
た
資

料
に
よ
る
と
、
今
年
の
夏
の
気
温
は
平

年
よ
り
２
度
以
上
も
高
い
と
の
事
。
実

際
、
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
方
も
こ
こ

数
年
で
最
も
多
く
、
７
月
だ
け
で
も
市

内
で
３
２
２
名
が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
暑
さ
の
原
因
は
─
？
皆
さ
ん
と

同
様
、
私
も
街
を
歩
き
な
が
ら
考
え
ま

す
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た

緑
の
少
な
い
街
並
」「
エ
ア
コ
ン
の
排

気
熱
」
等
々
…
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
い
う
危
機
感
と
共
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
こ
の
思
い
を
共
有
し
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
年
度
を
「
横
浜
Ｇ
30
プ
ラ

ン
の
集
大
成
」
と
し
て
捉
え
、
排
出
ゴ

ミ
40
％
台
の
削
減
率
（
平
成
13
年
度
比
）

を
目
標
と
し
て
掲
出
。
ま
た
「
横
浜
市

脱
温
暖
化
行
動
方
針
（
Ｃ
Ｏ
─
Ｄ
Ｏ

30
）」
で
は
、
目
標
と
し
て
平
成
37
年

度
ま
で
に
市
民
一
人
あ
た
り
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
30
％
以
上
削
減
（
平

成
16
年
度
比
）
な
ど
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
環
境
を
守
る
挑
戦
を
進
め
て
い
ま

す
。

様
か
ら
の
ご

意
見
を
具
体

的
な
カ
タ
チ

に
す
べ
く
、

厳
し
い
残
暑

の
中
で
も
全

力
で
働
い
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、

私
は
横
浜
市
会
・
環
境
行

動
都
市
特
別
委
員
会
の
委

員
長
を
拝
命
し
、
年
間
テ

ー
マ
と
し
て
「
再
生
可
能

斉
藤
伸
一
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・昭和43年2月4日 横浜市生まれ
・産業能率大学 経営情報学部 卒業
・日立ソフトウェアエンジニアリング
  ㈱勤務後、 衆議院議員上田いさむ
  秘書を務める。
・平成19年4月 横浜市会議員2期目当選
・横浜市会 市民・消防

常任委員会 委員
環境行動都市
特別委員会 委員長

・公明党 横浜市会議員団
政務調査会 事務局長

・妻と娘（2歳）の3人暮らし

暑
す
ぎ
る
夏
、横
浜
の
挑
戦

今
や〝
環
境
〟は
議
会
の

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
」と
は
？
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